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令和３年度環境リーダー養成講座実施状況 
 
１ 日程 
   令和３年 11 月 13 日（土）、14 日（日）、11 月 22 日（月）３日間（11/22 は公開 

講座の代替） 
 
２ 会場  11 月 13 日（土）、14 日（日）新潟県庁西回廊交流ラウンジ 

11 月 22 日（月）Ｗｅｂ（オンライン講座） 
 

３ 受講者等 
 【対象者】 

・個人や NPO,職場などで環境保全活動や環境保全活動や環境教育などに取り組まれ 

ている方 

  ・環境保全に興味をお持ちの方 

   修了者：22 名（受講者 27 名） 

 
４ 講座概要 

テーマ：地球温暖化防止、生物多様性の保全、資源循環型社会 
 内 容 講 師 

 11/13(土) 

 

○開講式、オリエンテーション 
①汚泥リサイクル 
②小中学校における環境教育 
③自然環境と生物多様性 

④ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸⅠ 

 
緑水工業株式会社 野口参与 
新潟県教育委員会 
上越教育大学 五百川教授 
新潟県環境カウンセラー協会 

 11/14(日) 

 

⑤気候変動問題 
⑥環境教育の安全管理 
⑦グループワークⅡ 
○閉講式 
○環境教育インストラクター認定の

概要 

新潟大学 本田教授 
日本自然専門学校 佐久間講師 
新潟県環境カウンセラー協会 
 
新潟県環境カウンセラー協会 
 

11/22(月) ⑧野生鳥獣の人里への出没 

 

⑨地球温暖化を防ぐため私たちにで

きること 

新潟大学農学部 箕口教授 
 
新潟県地球温暖化防止活動推進センター 
米田センター長  
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５ 講座の様子 

 

＜11 月 13 日＞ 

日 程 写 真 概 要 

①汚泥リサイクル 

 
緑水工業株式会社 

野口参与 

 

 下水処理により発生した

汚泥を発酵させ肥料にリサ

イクル・製品化の行程を説明

いただいた。また、国などの

下水道資源の有効活用を促

進する取組（BISTRO 下水道）

についてお話しいただいた。 

②小中学校における 

環境教育 

 
新潟県教育委員会 
   清水指導主事 
 

 

 学校における環境教育の

重要性が高まっている背景

や小中学校における環境学

習の位置付け、新潟県独自の

環境教育の推進などについ

て講義いただくとともに、三

条市立大島中学校における

環境（ＳＤＧｓ）に関する取

組について紹介いただいた。 
③自然環境と生物多

様性 
 

上越教育大学 

五百川教授 

 

 自然環境の保全を考える

ために必要な生態系の構造、

自然の恩恵である生態系サ

ービスを支える「生物多様

性」の価値・重要性に関する

基本的な事項について講義

いただいた。 

④ループワークⅠ 

 
新潟県環境 
カウンセラー協会 
 
 
 
 

 

 

 ３Ｒ、生物多様性、省エネ

のグループに分かれ、環境学

習・活動プログラムの作成に

取り組んだ。 
 １回目は、各自のこれまで

の取組事例の発表と、テーマ

設定を行った。 
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 ＜11 月 14 日＞ 

日 程 写 真 概 要 

⑤候変動問題 

 
新潟大学 
       本田教授 

 

 地球温暖化のメカニズム

について正しく理解できる

よう、地球の大気組成と変化

の歴史、地球システムの仕組

み、地球の熱収支の仕組み、

温室効果ガスの役割等、科学

的な内容をわかりやすく講

義いただいた。 

⑥環境教育の安全管

理 
 

日本自然環境専門学

校 

佐久間講師 

 

 活動する中で生じたヒヤ

リハットの報告・記録・振り

返り・実行が重要であるこ

と、野外における危険な生き

物や植物への対処法などに

ついて詳しく説明いただい

た。 

⑦ループワークⅡ 

 
新潟県環境 
カウンセラー協会 
 

 

 

 各班で、１回目のグループ

ワークで設定したテーマに

基づいた、環境学習・活動プ

ログラムを作成し、発表を行

い、質疑・応答の後、講師か

ら講評をいただいた。 
 
 
 
 
 
 

環境教育インストラ

クター認定の概要 

 

新潟県環境 
カウンセラー協会 

 

青木環境カウンセラー 
 

 閉講式終了後、希望者を対

象に環境教育インストラク

ター認定の制度や申請につ

いて説明をいただいた。 
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＜11 月 22 日＞ 

日 程 写 真 概 要 

⑧野生鳥獣の人里へ

の出没 
 
新潟大学農学部 

箕口教授 
 

 

ツキノワグマやニホンジカ

などの野生鳥獣の分布域拡大

や個体数増加は人間社会・活

動の影響が大きいこと、野生

鳥獣との共存には組織及び具

体的対応それぞれで三位一体

の取組が必要だということを

詳しく講義いただいた。 

⑨地球温暖化を防ぐ

ため私たちにできる

こと 

 

新潟県地球温暖化防

止活動推進センター 
米田センター長 

  

 気候変動の顕在化及びその

影響を具体的な事例により説

明するとともに、世界では温

室効果ガス排出実質ゼロへの

取組が進んでいて、各家庭で

の様々な取組も必要だという

ことを講義いただいた。 

 

 


